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合唱祭『最響』～絆の完全燃焼～ ♪♪♪ 
校 長  植 村 多 岐 

「秋の日は釣瓶（つるべ）落とし」と言われるように、日没が早くなってまいりました。しかし、放課

後の校内には、そのわずかな夕暮れの時間を惜しむかのように、部活動に励む生徒たちの声が響き渡って

います。季節の移ろいを感じながらも、生徒たちは日々、学びや活動に全力で取り組んでいます。 

さて、先日の合唱祭には、多くの保護者の皆様にご声援いただき、誠にありがとうございました。 

今年度の合唱祭は、「最響～絆の完全燃焼～」とい

うスローガンのもと、どのクラスも練習段階から、本

校教育目標「意志と実践」で熱心な取り組みを見せ

てくれました。当日は、合唱の前に各クラスが趣向を

凝らした劇やダンス、バンド演奏などを披露し、自分

たちの個性を表現する姿が印象的でした。まさに、た

だの歌のコンクールではない、皆で楽しむことも取り     ＜３年Ｃ組（最優秀クラス）＞ 

入れた「お祭り」として、笑顔と熱気に包まれた二中ならではの合唱祭の一日となりました。 

合唱そのものの出来栄えも見事で、元気よく歌うことを土台に学年ごとの成長や個性がはっきりと表れ

ていました。一人一人の声が響き合い、足りないところを補い合う姿には、「最響～絆の完全燃焼～」と

いうテーマの精神が息づいていました。その背後には、実行委員、指揮者、伴奏者、パートリーダーをは

じめ、多くの生徒たちの努力とリーダーシップがあり、リーダーを支えようとした仲間の協力がありまし

た。そして、最高学年である３年生が、圧倒的な表現力と声量で下級生に手本を示し、二中の伝統をしっ

かりと引き継いでくれたことは大きな成果でした。 

二中の学校行事において何よりも大切にしているのは、１番目の教育目標である「相互敬愛」の精神で

す。お互いを尊重し、尊敬や愛情をもって接すること。その心があってこそ、仲間との「団結」や「協力」

が生まれます。今年度も 400名を超える生徒が在籍する二中ですが、誰一人として同じ人はいません。そ

れぞれ異なる考えや個性をもちながらも、一つの目標に向かって心を合わせることができるのは、人間の

もつ本能的な喜びであり、人生を豊かにする力でもあります。生徒たちは今回の合唱祭を通して、そんな

基礎を学べたのではないかと思います。 

学年・クラス合唱、クラスアピール、クラスポスター（自由曲イメージ画）、みんなの合唱（有志合唱）

など、それぞれの課題は異なりましたが、２番目の教育目標である「自主自律」の精神を大事にし、工夫

を凝らし、互いに刺激を与え合いながら創造的な表現を見せてくれました。その姿は聴く人・見る人の心

を動かし、大きな感動を呼びました。印象的だったのは、生徒たちが互いを讃え合い、全力で応援する姿

勢です。会場全体に響いた大きな拍手と歓声が、一体感と温かさを生み出していました。特に、クラスア

ピールの笑いに包まれた空気から合唱に移る際の静寂と集中。その切り替えの見事さに、私は二中生の主

体性や成熟を感じました。生徒たちはこの合唱祭を通じて、仲間とともに一つのものを創り上げる喜びや、

支えてくれた人への感謝の心を学んだことと思います。 

歌い終え、階段を下りる生徒たちの表情には、何とも言えない達成感と充実感があふれていました。そ

の姿は、完成に至るまでの紆余曲折を経て、クラスや学年が一歩ずつ成長した証でした。今回の経験は、

学校生活の後半に向けた大きな自信と原動力になることと思います。 

最後になりましたが、保護者の皆様には、日頃から本校の教育活動にご理解とご支援を賜り心より感謝

申し上げます。今後とも、変わらぬご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

二中だより


